



Practices of Active Learning assisted Project
Adventure Method : Case of Exercise Classes



































１ P. F. ドラッカー『ポスト資本主義社会』ダイヤモンド社，１９９３年，３４５頁。
２ 経済産業省の HP より（http : //www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.htm）
３ 中央教育審議会大学分科会制度・教育部会学士課程教育の在り方に関する小委員会「学士課程教育の再構築に
向けて」２００７年，１６頁）。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































８ Problem Based Learning とは、ある問題について理解あるいは解決するために反省的反復作業を伴いながら
実践される少人数の教育手法のことをいう。この他、あるプロジェクトの完遂するために反省的反復作業を伴
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１２ 協同学習においても「sink or swim together（一緒に沈むか、一緒に泳ぎきるか）」、あるいは「自他共栄」と
いった協同学習の基本コンセプトがあり、成果を高めるためには「仲間を助けなくてはいけないという責任」
と「仲間の手助けに応えて、自分がしっかりしなくてはいけないという責任」という約束事を果たすことが必
要と説明する。
４６
中野民生「大学での参加型授業を実現するファ
シリテーション」中野民生他『ファシリテー
ション』岩波書店，２００９年，７８頁。
難波克己・藤樫亮二「体験学習におけるプロセ
シングの重要性について－tap 流学びの窓から
－」玉川大学学術研究所紀要第１３号，７３－８０
頁。
中西良文他「集団問題解決活動における動機づ
けの変容	－協力行動と他者志向動機・達成感
との関連－」日本教育心理学会総会発表論文集
第５０号，２００８年，１７９頁。
中谷素之「児童の社会的責任目標と友人関係、
学業達成の関連－友人関係を媒介とした動機づ
けプロセスの検討」性格心理学研究第１０号２００２
年，１１０－１１１頁。
プロジェクト・アドベンチャー・ジャパン編著
a『グループのちからを生かす－成長を支える
グループづくり』みくに出版，２００５年。
プロジェクト・アドベンチャー・ジャパン監修
b、諸澄敏之編著『みんなの PA 系ゲーム２４３』
株式会社杏林書院，２００５年
須長一幸「アクティブ・ラーニングの諸理解と
授業実践への課題―activeness 概念を中心に
―」関西大学高等教育研究第１号 ２０１０年，１
－１１頁。
特集論文「アクティブ・ラーニング」 ４７
